
　
　
防
団
員
は
、
権
限
と
責

　
　
任
を
有
す
る
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ
る

一
方
、
他
に
本
職
を
持
ち
な

が
ら
自
ら
郷
土
愛
護
の
精
神

　

に
基
づ
き
入
団
し
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
確
保
の
た
め
、
消
防
・
防
災

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
地
域
密
着
性
、
出
動

人
員
の
確
保
、
即
時
対
応
力
と
い
っ

た
３
つ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

町
内
の
火
災
に
お
け
る
消
火
活
動
だ

け
で
な
く
、
災
害
時
に
は
住
民
の
避

難
誘
導
や
災
害
の
防
御
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
、
火
災
や
災
害
の
な
い
と
き

で
も
、
火
災
消
火
訓
練
や
災
害
に
対

応
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け

る
消
防
・
防
災
体
制
の
中
核
的
存
在

　
　

　
　
民
の
皆
さ
ん
が
応
急
手
当
の
講

　
　
習
を
受
講
す
る
目
的
は
、
単
に

救
命
の
た
め
の
手
技
を
修
得
す
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
救
命
の

現
場
に
居
合
わ
せ
た
と
き
に
躊
躇
な

く
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
救
命
講
習

で
す
。

　
傷
病
者
の
救
命
の
た
め
に
は
、
住

民
に
よ
る
速
や
か
な
応
急
手
当
、
救

急
隊
員
に
よ
る
応
急
処
置
と
迅
速
な

搬
送
、
医
療
機
関
で
の
処
置
が
一
体

と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
救
命
講
習
に
は
、
普
通
救
命
講
習

　

洞爺湖消防署（　76-2119）･温泉分署（　73-1119）･洞爺支署（　87-2119）･『火災・救急・救助119番』
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と
上
級
救
命
講
習
が
あ
り
、
普
通
救

命
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
）、

大
出
血
時
の
止
血
法
、
対
象
者
に
よ

っ
て
は
、
小
児
、
乳
児
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
を
加
え
る
。

　
上
級
救
命
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
）
大
出

血
時
の
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、

外
傷
の
手
当
、
搬
送
法
な
ど
こ
れ
ら

の
講
習
は
、
実
習
が
主
体
で
あ
り
、

心
肺
蘇
生
法
及
び
大
出
血
時
の
止
血

法
を
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
あ
い
だ
行
う
こ
と
が
出
来
る

こ
と
と
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
つ
い
て
理
解
し
、
正

し
く
使
用
で
き
る
こ
と
な
ど
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

住

１
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
39
件

消
防
だ
よ
り

３
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
」

住
民
に
対
す
る

応
急
手
当
の
普
及
啓
発

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」
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消 ふ
る
さ
と
を

　
　
災
害
か
ら
守
る

と
し
て
、
地
域
住
民
の
安
心
と
安
全

を
守
る
た
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ

と
目
を
離
し
た
す
き
に
火
災
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き
に
来

客
、
電
話
、
子
供
の
世
話
な
ど
で
コ

ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
に
は
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

天
ぷ
ら
油
に
よ
る

　
　
　
　
火
災
の
防
止

市　　
販
さ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油
は
、

　
　
そ
の
温
度
が
発
火
点
（
３
６
０

度
～
３
８
０
度
）
以
上
に
な
れ
ば
、

火
種
が
な
く
て
も
発
火
し
て
燃
焼
を

始
め
ま
す
。

　
一
般
家
庭
で
使
用
す
る
油
量
程
度

の
天
ぷ
ら
油
を
家
庭
用
ガ
ス
コ
ン
ロ

で
加
熱
す
る
と
、
約
５
分
で
揚
げ
物

に
適
し
た
温
度
（
約
１

６
０
度
～
２
０
０
度
）

に
達
し
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
放
置
し
て
お
く

と
約
10
分
ほ
ど
で
異
臭

と
と
も
に
白
煙
が
立
ち

始
め
、
20
～
30
分
で
発

火
点
に
達
し
火
が
つ
き

ま
す
。

　
ま
た
、
天
ぷ
ら
油
は

天
ぷ
ら
に
使
用
し
た
り

、
鍋
に
揚
げ
か
す
な
ど

が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ

が
灯
芯
と
な
る
な
ど
し

て
２
０
０
度
近
く
で
発

火
す
る
な
ど
、
加
熱
し

始
め
て
か
ら
発
火
す
る

ま
で
の
時
間
が
短
く
な

　

火災消火訓練のようす


